
4.ILLサービス

ここからは、ILLサービスについてご紹介します。
電子ジャーナルで読めない、阪⼤に紙の雑誌の所蔵も無い、でもこの論⽂は⼊⼿
したい。
そういったときに活用できる便利なサービスです。



ILLサービスとは

Inter Library Loanの略称

図書館同士のネットワークで他の図書館の資料を利用するしくみ

阪大他キャンパスの図書館、他大学の図書館、

国立国会図書館、海外の図書館 など

※公共図書館についてはお近くの公共図書館にご相談ください

申込は附属図書館Webサイトから

受取は総合図書館ではメインカウンター（A棟2階）

※平日9時～17時のみ

26

ILLサービスとは、図書館同⼠のネットワークを活用して他の図書館の資料を利
用する⽅法です。
阪⼤の他キャンパスの図書館や、他の⼤学の図書館、国⽴国会図書館や海外の図
書館なども、このネットワークに⼊っています。

ILLサービスの申込は、附属図書館Webサイトからできます。次のスライドで詳
しく説明します。



ILLサービスでできること①

１．複写取り寄せ

コピーの取り寄せ（雑誌論文、図書の一部・・・）

有料（複写料と送料）※学内の他キャンパスからの取り寄せなら複写料のみ

２．図書取り寄せ

図書自体を取り寄せて借りる（雑誌は取り寄せ不可）

有料（往復送料）※学内からの取り寄せはOPACの ボタンから（無料）
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Webサービスの
「文献複写・現物貸借申込み」から

ILLサービスでできることについて説明します。

1つ⽬は複写取り寄せです。雑誌論⽂の場合はこの⽅法を使って、論⽂のコピー
を取り寄せます。他の⼤学からの取り寄せの場合、取り寄せ先の⼤学によって料
金は異なりますが、国内の⼤学の場合は見開き1枚のコピーがだいたい40から50
円程度、それに加えて送料がかかります。ページ数にもよりますが、1本の論⽂
を1000円以下で⼊⼿できることが多いです。申込後、だいたい3⽇から1週間程
度で阪⼤に到着します。
他⼤学だけではなく、⼤阪⼤学の他のキャンパスの図書館からの取り寄せもでき
ます。こちらは送料はかかりませんし、複写料金も見開き1枚で25円と、比較的
安く⼿に⼊ります。学内バスに乗って他のキャンパスに⾏くのが難しいときは、
この⽅法を検討してください。

2つ⽬は図書の取り寄せです。これは、他の⼤学から図書そのものを取り寄せる
サービスです。往復の送料として、資料のサイズ・重量や郵送距離にもよります
が、1200～1500円程度かかります。
ただし、現物を送ってもらえるのは図書扱いの資料だけです。雑誌は取り寄せる
ことができないので、一つ⽬の⽅法、複写取り寄せをご利用ください。

どちらも、附属図書館Webサイト右上のWebサービス「⽂献複写・現物貸借申
込み」から申し込みができます。⼤阪⼤学個⼈IDとパスワードでログインして、



必要事項を⼊力してお申し込みください。



複写取り寄せの便利な申込方法
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Full Text Finder から

ここから申し込みすると
論文情報が自動入力される

蔵書検索（OPAC）から

学内の他の図書館から取り寄せる
場合は、ここから申し込み

をクリックすると
この画面が表示

なお、今ご紹介した図書館Webサービス以外にも、複写取り寄せを申し込める
場所がいくつかあります。

1つ⽬は、CiNiiなどの論⽂データベースのいちょうアイコンをクリックして表示
される「Full Text Finder」 の画面です。スライド22枚⽬にも登場しましたね。
画面を下にスライドさせると、「学外から⽂献を取り寄せる」という項⽬があり
ます。ここから申し込むと、検索した論⽂の情報が申込フォームに⾃動で⼊力さ
れるので、⾃分で⼊力する⼿間が省略できます。

2つ⽬は蔵書検索システム（OPAC）です。
学内の他の図書館から複写を取り寄せたいときには、雑誌の詳細ページの「所蔵
情報」欄にある「複写取寄」ボタンをクリックしてください。申込画面に進めま
す。

ご紹介したどの⽅法で申し込んでいただいてもかまいません。便利な⽅法もある
んだな、ということを知っていただけると嬉しいです。



ILLサービスでできること②

３．訪問利用
・直接、資料を所蔵している図書館・研究機関に行く

・阪大図書館が先方との間の仲介を行う

・利用希望日の5日前（土曜・日曜・祝日を除く）までに

各図書館カウンター または 紹介状発行依頼フォーム にご相談ください

※貴重資料の場合は早めに（2週間前までを目途に）

※総合図書館ではB棟2階の参考調査カウンターが担当

★関西大学との相互利用協定
関西大学（ミューズ大学図書館を除く）は予約不要

学生は学生証 / 教職員は教職員証または大阪大学附属図書館利用者票の提示だけで利用できる

※常勤教職員、大学院生、学部学生が対象

非常勤の先生、研究生の方などは訪問利用の手続きが必要
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ILLサービスでできることにはもう一つ、訪問利用があります。
資料を所蔵している⼤学図書館や研究機関へ、皆さんが直接⾏くというものです。

例えば、取り寄せることのできない辞書や事典類を見たいときや、10年分の雑
誌をまとめて見たい、といったときに有効な⼿段です。
阪⼤図書館が、所蔵している図書館との仲介をします。
⼤学図書館でも公⽴や私⽴⼤学の多くは、ふらっと⾏っても⼊館できません。阪
⼤図書館を通じた事前の申し込みが必要という図書館がほとんどです。まずは阪
⼤図書館にご相談ください。

訪問利用は、利用希望⽇の5⽇前までには図書館のカウンターか、Webサイトの
紹介状発⾏依頼フォームからご相談ください。
相⼿先の図書館とのやりとりに時間がかかりますので、⽇程に余裕を持ってご相
談いただけると助かります。
利用を希望する資料が貴重資料の場合は、⼿続きにさらに時間がかかることが多
いです。早めにご相談ください。
総合図書館では、B棟2階の参考調査カウンターでご相談を受け付けます。

一つ補足しますと、関西⼤学の図書館とは協定を結んでいるため、訪問利用の⼿
続きは不要です。直接、関西⼤学図書館へ⾏って、学⽣証や教職員証、阪⼤の図
書館利用者票を提示すると⼊館できます。

https://forms.office.com/r/RWEbNhQeJK


ただし、相互利用協定の対象に、貴重資料は含まれません。貴重資料のご利用を
ご希望でしたらお早めにご相談ください。また、相互利用協定の対象者は、常勤
教職員、⼤学院⽣、学部学⽣に限定されています。非常勤の先⽣や研究⽣・聴講
⽣の⽅などは、他の⼤学と同じように訪問利用の⼿続きが必要ですので、阪⼤図
書館にご相談ください。



所蔵先の確認方法：CiNii Books
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https://ci.nii.ac.jp/books/

地域の絞り込み

訪問利用の⾏き先を検討するときは、CiNii Booksというサイトが便利です。
CiNii Booksでは、全国の⼤学図書館の所蔵をまとめて検索できます。

地域や都道府県での絞り込みもできるので、⼤阪や京都の⼤学図書館だけに限定
して探す、といったこともできます。
さらに詳細な情報を確認したいときは、右側の「OPAC」をクリックすると各⼤
学図書館のOPACに飛ぶことができます。
ただ、OPACアイコンが緑色のものしかクリックできません。

ご⾃分で調べ⽅が分からない場合も、図書館のカウンターにきていただけました
ら、私達が一緒にお調べします。
CiNii Booksで見つからなくても、所蔵機関が他に見つかる可能性もあるので、
諦めずにぜひご相談ください。

https://ci.nii.ac.jp/books/
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